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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月8日(2012.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹状細胞、T細胞および／またはB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好まし
くない機能により引き起こされる疾患または病状の治療または予防のための医薬組成物で
あって、配列番号：２の20から144のアミノ酸残基を含むCD83ファミリーを構成する可溶
型タンパク質（可溶型CD83タンパク質）、その断片、二量体型および／または機能誘導体
を含有する、医薬組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の医薬組成物であって、可溶型CD83タンパク質がさらに、
(a)そのC-末端で隣接する細胞内ドメインに由来する一つ以上のアミノ酸残基を有し、好
ましくは可溶型CD83タンパク質が配列番号：２の20から145のアミノ酸残基を含有し；お
よび／または、
(b)そのN-末端についた機能配列、好ましくは10アミノ酸残基までの機能配列を有し、最
も好ましくは、N-末端で付加的なアミノ酸Gly-Ser-Pro-Glyを有する、医薬組成物。
【請求項３】
　CD83タンパク質の可溶型が配列番号：８の1から130のアミノ酸残基を含有する、請求項
１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　可溶型CD83タンパク質が二量体、好ましくは、可溶型CD83タンパク質の単量体型の一つ
以上のシステインを介して結合するホモ二量体である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　可溶型CD83タンパク質が請求項２または３に定義されるようであり、および／または、
ホモ二量体が可溶型CD83タンパク質の単量体の5番目のシステインを介して結合している
、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　可溶型CD83タンパク質が単量体CD83タンパク質、好ましくは、請求項２または３に定義
される可溶性CD83タンパク質である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の医薬組成物であって、
(a)麻痺の治療または予防、好ましくは、進行性多発性硬化症に伴う麻痺の治療または予
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防に適し、および／または
(b)特定の抗原とともに経皮、皮内、皮下または全身投与に適している、
医薬組成物。
【請求項８】
　樹状細胞、T細胞および／またはB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好まし
くない機能により引き起こされる疾患または病状の治療または予防のための医薬組成物で
あって、請求項１から６のいずれか一項に定義されるCD83タンパク質をコードするDNA断
片を有する核酸またはベクターを含有する、医薬組成物。
【請求項９】
　DNA断片が配列番号：１の58から432のヌクレオチドを含有する、請求項８に記載の医薬
組成物。
【請求項１０】
　哺乳動物におけるCD83の発現の際のRNA量またはタンパク質量の下方制御に適している
、請求項８または９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　樹状細胞、T細胞および／またはB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好まし
くない機能により引き起こされる前記疾患または病状が、アレルギー、喘息、組織または
臓器移植の拒絶、筋無力症のような自己免疫症候群、多発性硬化症、脈管炎、クローン病
または潰瘍性大腸炎のような慢性炎症性大腸炎、強直性脊椎炎（Bechterew病）および全
身性エリテマトーデスのようなHLA B27関連自己免疫疾患、乾癬のような皮膚病、関節リ
ウマチ、インスリン依存性糖尿病およびAIDSからなる群から選択される、請求項１または
８に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　配列番号：２の20から144のアミノ酸を含有する、CD83ファミリーを構成する可溶型タ
ンパク質（可溶型CD83タンパク質）、その断片、二量体型および／または機能誘導体。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の可溶型CD83タンパク質であって、タンパク質がさらに、
そのN-末端についた機能配列、好ましくは10アミノ酸残基までの機能配列を有し、最も好
ましくは、N-末端で付加的なアミノ酸Gly-Ser-Pro-Glyを有する、可溶型CD83タンパク質
。
【請求項１４】
　請求項１２または１３に記載のCD83タンパク質をコードする核酸または組換え発現ベク
ターであって、前記核酸または組換え発現ベクターが好ましくは配列番号：７の37から41
7を含有する、核酸または組換え発現ベクター。
【請求項１５】
　請求項１２または１３に記載の可溶型CD83タンパク質、または請求項１４に記載の核酸
またはベクターを含有する、医薬組成物。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の核酸またはベクターで形質転換／トランスフェクトされた原核生物
または真核生物の宿主細胞。
【請求項１７】
　請求項１２または１３に記載の可溶型CD83タンパク質の製造方法であって、請求項１６
の形質転換／トランスフェクトされた原核生物または真核生物の宿主細胞を培養する工程
を含む、製造方法。
【請求項１８】
　樹状細胞、T細胞および／またはB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好まし
くない機能により引き起こされる疾患または病状の治療または予防のための医薬組成物で
あって、請求項１～６または１２～１３のいずれか一項に記載の可溶型CD83タンパク質、
または請求項８～９もしくは１４のいずれか一項に記載の核酸またはベクターを薬学的に
適量含有する、医薬組成物。
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【請求項１９】
　CD83タンパク質ファミリーを構成する単量体可溶型CD83タンパク質であって、１つ以上
のシステイン残基が同一のまたは異なる小さいおよび／または極性のアミノ酸残基によっ
て置換されている、タンパク質。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の単量体可溶性CD83タンパク質であって、
(i)小さいおよび／または極性のアミノ酸残基がセリン、アラニン、グリシン等から選択
され、好ましくはセリンであり；および／または、
(ii)可溶型CD83が、そのC-末端で隣接する細胞内ドメインに由来する１つ以上のアミノ酸
残基をさらに有し、好ましくは可溶型CD83タンパク質が配列番号：２の20から145のアミ
ノ酸残基を含有し；および／または、
(iii)単量体可溶性CD83がそのN-末端についた機能配列、好ましくは10アミノ酸残基まで
の機能配列を有し、最も好ましくは、N-末端で付加的なアミノ酸Gly-Ser-Pro-Glyを有し
、および／または、
(iv) 可溶型CD83タンパク質が、配列番号：８の１～130のアミノ酸残基を含有し、および
／または、
(v)一つのシステイン残基、好ましくは5番目のシステイン残基が置換されている、単量体
可溶性CD83タンパク質。
【請求項２１】
　請求項１９または２０に記載の単量体可溶型CD83タンパク質であって、配列番号：２の
20～144のアミノ酸残基を含有し、129位のシステイン残基がセリン残基で置換されている
か、または配列番号：１０のアミノ酸残基１～130を含有する、単量体可溶型CD83タンパ
ク質。
【請求項２２】
　請求項１９～２１のいずれか一項に記載のCD83タンパク質をコードする核酸または組換
え発現ベクター。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の核酸またはベクターで形質転換／トランスフェクトされた原核生物
または真核生物の宿主細胞。
【請求項２４】
　請求項１９～２１のいずれか一項に記載の可溶型CD83タンパク質の製造方法であって、
請求項２３に記載の形質転換／トランスフェクトされた原核生物または真核生物の宿主細
胞を培養する工程を含む、製造方法。
【請求項２５】
　請求項１９～２１のいずれか一項に記載の可溶型CD83タンパク質、または請求項２２に
記載の核酸またはベクターを含有する、医薬組成物。
【請求項２６】
　樹状細胞、T細胞および／またはB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好まし
くない機能により引き起こされる疾患または病状の治療または予防のための医薬組成物で
あって、請求項１９～２１のいずれか一項に記載の単量体可溶性CD83または請求項２２に
記載の核酸もしくはベクターを含有する、医薬組成物。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の医薬組成物であって、
　前記樹状細胞、T細胞および／またはB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好
ましくない機能により引き起こされる疾患または病状が、樹状細胞、T細胞および／また
はB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好ましくない機能により引き起こされ
る前記疾患または病状がアレルギー、喘息、組織または臓器移植の拒絶、筋無力症のよう
な自己免疫症候群、多発性硬化症、脈管炎、クローン病または潰瘍性大腸炎のような慢性
炎症性大腸炎、強直性脊椎炎（Bechterew病）および全身性エリテマトーデスのようなHLA
 B27関連自己免疫疾患、乾癬のような皮膚病、関節リウマチ、インスリン依存性糖尿病お
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よびAIDSからなる群から選択される、医薬組成物。
【請求項２８】
　樹状細胞、T細胞および／またはB細胞に関連する細胞免疫応答の機能不全または好まし
くない機能により引き起こされる疾患または病状の治療または予防のための医薬組成物で
あって、請求項１９～２１のいずれか一項に記載の可溶型CD83タンパク質、または請求項
２２に記載の核酸またはベクターを薬学的に適量含有する、医薬組成物。
【請求項２９】
　ｉ）配列番号：２のアミノ酸残基20～144からなる可溶性CD83タンパク質；および
　ｉｉ）配列番号：２のアミノ酸残基20～145からなる可溶性CD83タンパク質
からなる群から選択されるタンパク質のCD83ファミリーの単量体可溶型CD83タンパク質を
コードする配列に操作できるようにつなげた開始コドンを含む核酸であって、
　ｉ）およびｉｉ）の各々において、3番目または5番目のシステイン残基がセリン、アラ
ニン、グリシン、バリン、スレオニン、アスパラギン酸、グルタミン酸、アルギニン、リ
ジン、ヒスチジン、アスパラギン、グルタミン、およびチロシンからなる群から選択され
るアミノ酸残基で置換されており；前記3番目のシステイン残基が配列番号：２の残基100
に対応し、前記5番目のシステイン残基が配列番号：２の残基129に対応する、核酸。
【請求項３０】
　前記配列が配列番号：２のアミノ酸残基20～144からなり、配列番号：２の残基100に対
応する前記コードされた単量体可溶型CD83タンパク質の前記3番目のシステイン残基がセ
リン残基で置換されている、請求項２９に記載の核酸。
【請求項３１】
　前記配列が配列番号：２のアミノ酸残基20～145からなり、配列番号：２の残基129に対
応する前記コードされた単量体可溶型CD83タンパク質の前記5番目のシステイン残基がセ
リン残基で置換されている、請求項２９に記載の核酸。
【請求項３２】
　前記配列が配列番号：２のアミノ酸残基20～145からなり、配列番号：２の残基100に対
応する前記コードされた単量体可溶型CD83タンパク質の前記3番目のシステイン残基がセ
リン残基で置換されている、請求項２９に記載の核酸。
【請求項３３】
　請求項２９～３２のいずれか一項に記載の核酸によってコードされるタンパク質。
【請求項３４】
　前記タンパク質が天然のグリコシル化パターンを有する、請求項３３に記載のタンパク
質。
【請求項３５】
　請求項３３または請求項３４に記載の単量体可溶型CD83タンパク質を含む医薬組成物。
【請求項３６】
　請求項２９～３２のいずれか一項に記載の核酸を含有する宿主細胞。
【請求項３７】
　前記細胞が大腸菌である、請求項３６に記載の宿主細胞。
【請求項３８】
　請求項３６に記載の宿主細胞を培養する工程を含む、可溶性CD83タンパク質を産生する
方法。
【請求項３９】
　前記宿主細胞が大腸菌である原核生物宿主細胞である、請求項３８に記載の方法。
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